
今
号
か
ら
、
近
年
出
さ
れ
た
道
路
関
係
の
判
決
に
つ
い

て
、
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

な
お
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
判
決
の
表
現
を

一
部
改
め

て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
念
の
た
め
申
し
添
え
ま

す
。

　　

　
歩
道

　　

　
　
　

　

中
央
分
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神
戸
市
道
凍
結
防
止
剤
原
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転
倒
事
件

[
一
審
判
決
]
平
成
一
一
年

六
月

九
日

神
戸
地
方
裁
判
所

請
求
一
部
認
容

[二
審
判
決
]
平
成
三

年
一
二
月
二
四
日

大
阪
高
等
裁
判
所

被
告
控
訴
棄
却

(確
定
)

図面

1

事
件
の
概
要

道
路
凍
結
時
の
対
策
と
し
て
道
路
管
理
者

(被
告
“
神

戸
市
)
が
歩
道
植
栽
帯
の
中
に
設
置
し
た
凍
結
防
止
剤
の

袋
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
車
道
上
に
移
動
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
原
告
の
運
転
す
る
原
動
機
付
自
転
車
が
こ
れ
に
乗
り

上
げ
転
倒
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
被
っ
た
損
害

(負
傷
･
物

損
)
を
、
道
路
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
し
て
賠
償
請
求

し
た
事
件

金
閑
求
額
…
三
四
九
万
二
、
一
九
一
円
)。

2

判
決
の
概
要

[
一
審
]
凍
結
防
止
剤
を
設
置
す
る
際
、
同
袋
が
移
動

し
な
い
た
め
の
対
策
を
施
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
管
理

瑕
疵
が
存
在
す
る
が
、
原
告
に
も
前
方
不
注
視
、
制
限
速

度
違
反
の
過
失
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
割
合
は
、
二
割
五
分

が
相
当
で
あ
る

(賠
償
認
容
額
…
二
二
九
万
四
、
三
九
三

円
)。[二
審
]
控
訴
人

(
一
審
被
告
)
が
事
故
発
生
前
に
道

路
上
の
本
件
袋
の
存
在
に
つ
い
て
の
通
報
を
受
け
て
い
た

事
実
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
一
審
判
決
が
認
定
判
断

す
る
よ
う
に
、
控
訴
人
が
植
栽
帯
に
置
い
た
本
件
袋
の
移

動
の
態
様
、
時
期
は
不
明
で
あ
り
、
全
証
拠
に
よ
っ
て
も
、

事
故
発
生
の
回
避
可
能
性
の
不
存
在
の
立
証
は
な
さ
れ
て

い
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
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3

判
決
の
ポ
イ
ン
ト

①

事
実
認
定

(主
に
一
審
判
決
に
よ
る
)

神
戸
商
遭
凍
結
防
止
剤
原
付
朧
倒
幕
器

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係



a

平
成
九
年
一
二
月
一
四
日
午
後
八
時
四
五
分
頃
、

原
告
は
、
本
件
道
路
の
左
側
車
線
の
路
側
よ
り
約
一

m
中
央
寄
り
を
原
付
で
時
速
四
0
型
別
後
で
進
行
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
後
続
の
ワ
ゴ
ン
車
が
、
前
方
の
猫

の
死
骸
を
避
け
る
た
め
、原
告
を
追
い
越
し
た
直
後
、

原
告
の
直
前
に
幅
寄
せ
し
て
き
た
。

b

衝
突
の
危
険
を
感
じ
た
原
告
が
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け

な
が
ら
○
･
五
m
程
左
へ
寄
っ
た
瞬
間
、
本
件
袋
に

原
付
を
乗
り
上
げ
、
道
路
上
に
転
倒
し
、
原
告
が
負

傷
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。

c

本
件
袋
は
、
被
告
が
事
故
前
々
日
に
現
場
付
近
の

植
栽
帯
の
樹
木
の
切
れ
目
部
分
に
袋
を
二
つ
重
ね
て

設
置
し
た
も
の
で
、
こ
の
う
ち
の
一
つ
が
何
ら
か
の

事
情
で
L
型
側
溝
と
走
行
車
線
の
境
目
付
近
に
移
動

さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
本
件
袋
は
凍
結
防
止
剤

(塩

化
カ
ル
シ
ウ
ム
)
-
○
蚫
入
り
の
袋
で
あ
り
、
紐
等

で
固
定
す
る
な
ど
の
転
落
防
止
措
置
は
と
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。

d

事
故
現
場
周
辺
は
、
事
故
当
時
三
ル
ク
ス
程
度
の

明
る
さ
が
あ
り
、
注
意
深
く
前
方
を
見
て
い
れ
ば
本

件
袋
が
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
程
度
の
明

る
さ
が
あ
っ
た
。

e

事
故
現
場
周
辺
の
原
付
の
最
高
制
限
速
度
は
、
時

速
三
○
蛔
で
あ
っ
た
。

f

本
件
道
路
は
、
被
告
交
通
局
の
バ
ス
路
線
と
な
っ

て
お
り
、
同
局
が
作
業
車
を
巡
回
さ
せ
、
障
害
物
除

去
の
た
め
の
態
勢
を
と
っ
て
い
た
。
ま
た
、
被
告
神

可
能
で
あ
っ
た
こ
と
の
立
証
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の

戸
市

(建
設
局
)
も
休
日
･
夜
間
の
連
絡
セ
ン
タ
ー

で
あ
る
か
ら
、
被
告
は
本
件
道
路
の
管
理
瑕
疵
責

を
設
け
、
市
民
、
警
察
等
か
ら
通
報
が
あ
っ
た
場
合

は
障
害
物
の
除
去
に
努
め
て
い
た
が
、
事
故
発
生
ま

で
に
そ
の
よ
う
な
通
報
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

②

法
的
判
断

a

本
件
道
路
は
事
故
発
生
当
時
、
道
路
上
の
障
害
物

(本
件
袋
)
の
故
に
、
客
観
的
に
道
路
が
備
え
る
べ

き
安
全
性
を
欠
如
し
て
い
た
。

b

本
件
で
は
、
被
告
が
道
路
通
行
上
の
障
害
物

(本

件
袋
)
を
除
去
す
る
な
ど
道
路
の
安
全
を
原
状
に
復

し
、
道
路
の
安
全
を
保
持
す
る
こ
と
が
時
間
的
に
不

で
あ
る
か
ら
、
被
告
は
本
件
道
路
の
管
理
瑕
疵
責
任

6

を
免
れ
な
い
。

c

被
告
は
、
本
件
袋
を
本
件
道
路
付
近
に
設
置
す
る

"

以
上
は
･
そ
の
管
理
に
意
を
用
い
、
路
上
へ
の
落
下

律

防
止
、
盗
難
防
止
等
に
万
全
を
尽
く
す
べ
き
で
あ
る

道

の
に
、
紐
等
で
固
定
す
る
或
い
は
町
内
会
等
と
の
連

携
の
下
に
本
件
袋
の
管
理
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
な

く
、
安
易
に
落
下
防
止
措
置
、
盗
難
防
止
措
置
等
を

採
ら
ず
、
か
つ
本
件
袋
を
二
つ
重
ね
て
設
置
し
た
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
被
告
は
本
件

道
路
の
管
理
瑕
疵
責
任
を
免
れ
な
い
。

A :讓置位置
B :事故兆半時にあホヒ原告が
主張するる立邁

被告作成図面




